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2紀州農語り 2

　祖父の代から続く梅農家を継

ぐと決め、就農し37年。奥さん、

息子さんとおもに3人で、梅2ha

を栽培しています。

みなべ町

井出 忠
ただ

夫
お

さん（55才）

愛
し
愛
さ
れ
る

梅
づ
く
り
を

【
南
高
梅
】



3 紀州農語り

　

忠
夫
さ
ん
は
、
園
地
に
足
を
運
び
、

梅
の
樹
を
し
っ
か
り
と
見
て
、
剪
定
や

防
除
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
今
年
の

着
果
量
は
平
年
よ
り
も
少
な
め
だ
そ
う

で
す
が
、
毎
年
、
作
柄
に
応
じ
て
目

標
出
荷
量
を
設
定
し
て
お
り
、
達
成
で

き
た
と
き
は
な
ん
と
も
い
え
な
い
充
実

感
を
感
じ
る
と
い
い
ま
す
。「
毎
年
違

う
作
柄
で
、
結
果
が
良
く
て
も
悪
く
て

も
、
毎
年
勉
強
で
す
」
と
話
す
忠
夫
さ

ん
。
現
在
は
収
穫
に
向
け
準
備
を
進
め
て

お
り
、
ネ
ッ
ト
敷
き
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
栽
培
を
し
て
い
る
中
で
、
ふ
と

「
こ
の
や
り
方
で
良
い
だ
ろ
う
か
？
」
と

疑
問
に
思
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ

ん
な
時
は
、
親
し
い
梅
農
家
と
話
し
合
い
、

解
決
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
忠
夫
さ
ん
は
、「
農
家
は
個
人
仕
事

と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
多
く
の
方
と
関
わ

り
が
あ
る
。
話
し
合
う
こ
と
で
、
お
互
い

に
切
磋
琢
磨
で
き
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

父
か
ら
梅
栽
培
を
引
き
継
い
だ
と
き
、

自
分
な
り
の
栽
培
方
法
を
試
し
、
勉
強
し

な
が
ら
栽
培
し
て
き
た
こ
と
が
、
大
変
で

も
あ
っ
た
が
楽
し
く
も
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
そ
し
て
、「
息
子
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
た
と
き
、
良
い
所
は
吸
収
し
て
、
失
敗

を
し
な
が
ら
で
も
、
息
子
な
り
の
や
り
方

を
見
つ
け
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
み
な
べ
い
な
み
梅
部
会
長
を
務

め
る
忠
夫
さ
ん
。「
昨
今
、
青
梅
を
買
っ

て
梅
干
し
や
梅
酒
を
作
る
消
費
者
が
減
っ

て
い
ま
す
。
昔
は
梅
を
漬
け
て
い
た
家
庭

も
、
世
代
交
代
を
す
る
中
で
梅
漬
け
の
習

慣
が
途
切
れ
て
し
ま
う
と
い
い
ま
す
。
梅

は
健
康
に
良
い
こ
と
や
、
た
く
さ
ん
の
効

能
が
あ
る
こ
と
を
産
地
か
ら
も
ア
ピ
ー
ル

し
て
、『
夏
に
は
や
っ
ぱ
り
梅
が
必
要
だ
』

と
い
う
方
が
増
え
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。
そ
し
て
農
家
自
身
が
、『
自
分
の

作
っ
た
も
の
を
愛
す
る
』
気
持
ち
で
、
消

費
者
に
す
す
め
る
こ
と
も
大
切
。
部
会
一

丸
と
な
っ
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

栽
培
に
つ
い
て

父
か
ら
受
け
継
ぎ
、息
子
へ
と

梅
の
消
費
拡
大
を
目
指
す
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平成26年産  青梅販売協議会

　

県
全
域
の
生
育
概
況
に
つ
い
て
、
県
農

営
農
対
策
部 

仮
谷
部
長
よ
り
、
開
花
時
期

は
平
年
に
比
べ
て
４
〜
６
日
早
く
、
着
果

状
況（
4
月
28
日
調
査
）は
、主
力
の「
南
高
」

に
つ
い
て
西
牟
婁
地
域
で
9.2
果
（
平
年
比

132
％
）、日
高
地
域
で
7.2
果
（
平
年
比
89
％
）

で
あ
り
、
全
体
の
生
育
進
度
は
4
月
の
低

温
の
影
響
を
受
け
て
、
平
年
に
比
べ
や
や

遅
く
な
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
26
年
産
の
販
売
数
量
は
小
梅
415
ト
ン
、

古
城
670
ト
ン
、
南
高
７
，９
４
５
ト
ン
、
青

梅
120
ト
ン
、
合
計
９
，１
５
０
ト
ン
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
県
農
果
樹
園
芸
部 

藏
道
部
長
よ

り
、
販
売
方
針
に
つ
い
て
、
安
全
・
安
心
、

高
品
質
な
商
品
作
り
や
計
画
的
な
安
定
出

荷
を
基
本
に
、
6
月
ピ
ー
ク
時
の
販
売
強

化
と
後
半
ま
で
の
売
り
場
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
和
の
食
」
を
テ
ー
マ
に
『
和
歌
山
産
梅
』

の
伝
統
あ
る
梅
干
し
や
新
た
な
加
工
方
法

を
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
行
政
お
よ

『
和
歌
山
産
の
梅
』を
ア
ピ
ー
ル
し
、

　
新
た
な
加
工
方
法
で

消
費
拡
大
を
目
指
す
‼

県
内
合
計
９
，１
５
０
ト
ン
の

販
売
計
画
‼

　

５
月
９
日
、
Ｊ
Ａ
和
歌
山
県

農
は
、
田
辺
市
の
ガ
ー
デ
ン
ホ

テ
ル
ハ
ナ
ヨ
で
平
成
26
年
産
青

梅
販
売
協
議
会
を
開
き
、
県
内

の
梅
生
産
者
、
全
国
33
社
の
市

場
関
係
者
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
役
職

員
な
ど
118
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
①
全
国
の
梅

生
育
概
況
及
び
輸
入
情
勢
に
つ

い
て
、
②
平
成
26
年
産
梅
の
生

育
概
況
に
つ
い
て
、
③
平
成
26

年
産
青
梅
の
販
売
方
針
に
つ
い

て
、
④
Ｊ
Ａ
別
生
育
状
況
・
出

荷
見
通
し
に
つ
い
て
、
⑤
地
区

別
販
売
方
策
に
つ
い
て
、
各
担

当
者
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

び
市
場
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
梅
ジ
ュ

ー
ス
・
梅
ジ
ャ
ム
の
試
飲
・
試
食
宣
伝
を

集
中
的
に
実
施
し
購
買
意
欲
の
喚
起
を
促

し
ま
す
。

　

管
内
の
生
育
状
況
に
つ
い
て
は
、
当
Ｊ

Ａ
の
本
谷 

昌
平
営
農
対
策
部
長
よ
り
、
南

高
の
着
果
状
況
（
４
月
21
日
調
査
）
は
み

な
べ
い
な
み
地
区
で
平
年
比
89
％
、
御
坊

市
で
平
年
比
106
％
、
今
後
は
病
害
虫
の
発

生
に
注
意
し
、
高
品
質
な
栽
培
に
努
め
る

こ
と
を
報
告
。
続
い
て
大
田 

裕
英
販
売

部
長
よ
り
、
26
年
産
の
青
梅
販
売
に
つ
い

て
、
小
梅
23
ト
ン
、
古
城
102
ト
ン
、
南
高

３
，４
０
０
ト
ン
、
そ
の
他
青
梅
55
ト
ン
、

合
計
で
３
，５
８
０
ト
ン
の
販
売
計
画
で
あ▲大田 裕英販売部長

▲本谷 昌平営農対策部長

平
成
26
年
産
　

青
梅
生
育
概
況
・
販
売
方
針

Ｊ
Ａ
紀
州
　

３
，５
８
０
ト
ン
の
販
売
計
画
！
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日
本
一
の
梅
産
地
と

し
て
、
安
定
供
給
、

厳
選
選
果
に
努
め
る
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
久
保 

秀
夫
組
合
長
は

「
昨
年
は
大
変
豊
作
で
単
価
も
非
常
に
安

く
、
厳
し
い
販
売
状
勢
と
な
っ
た
。
農
産

物
は
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
で
値
段
が

決
ま
る
が
、
生
産
者
が
納
得
し
、
頑
張
れ

る
よ
う
な
価
格
で
の
販
売
を
お
願
い
し
た

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
平
成
26
年
産
青
梅
生
育
概

況
（
み
な
べ
い
な
み
地
区
）
に
つ
い
て
、

山
ノ
内 

利
浩
み
な
べ
営
農
指
導
セ
ン
タ
ー

長
よ
り
「
開
花
は
前
年
よ
り
１
週
間
遅
れ
、

生
育
は
５
月
８
日
時
点
で
前
年
よ
り
２
〜

４
日
遅
れ
。
６
月
19
日
に
落
果
最
盛
期
を

迎
え
る
予
測
で
、
６
月
10
日
か
ら
22
日
に

か
け
て
出
荷
ピ
ー
ク
と
な
る
。
ほ
と
ん
ど

の
地
域
で
平
年
作
よ
り
や
や
多
い
が
、
生

産
量
の
多
い
上
南
部
地
区
は
非
常
に
少
な

い
状
態
。
ま
た
カ
メ
ム
シ
が
発
生
し
て
お

り
、
現
在
秀
品
率
の
向
上
の
た
め
防
除
を

徹
底
し
て
い
る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
26
年
産
青
梅
販
売
方
針
に
つ

い
て
、
大
田 

裕
英
販
売
部
長
よ
り
「
梅
愛

隊
を
中
心
と
し
た
梅
の
加
工
講
習
会
を
全

国
展
開
し
、
昨
年
以
上
に
梅
ジ
ャ
ム
の
店

頭
販
売
・
講
習
会
を
行
い
、
試
食
を
す
す

め
て
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
。
ま
た
消
費

拡
大
対
策
と
し
て
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

を
放
送
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
市
場
よ
り
本
年
産
青
梅
の

販
売
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、「
産
地
が
伝
え
た
い
こ

と
を
消
費
者
ま
で
つ
な
げ
、『
フ
ァ
ン
』
を

作
る
こ
と
が
重
要
」、「
市
場
関
係
者
が
産

地
研
修
に
参
加
し
、
理
解
を
深
め
て
販
売

に
取
り
組
む
」、「
他
産
地
に
差
を
つ
け
る

た
め
に
は
、
紅
南
高
の
生
産
に
も
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
挙
が
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
井
出 

忠
夫
み
な
べ
い
な
み
梅

部
会
長
が
決
意
表
明
し
、「
青
梅
は
日
本

に
お
い
て
立
派
な
『
季
節
』
の
も
の
。
消

費
者
に
旬
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と
、

ま
た
梅
は
様
々
な
効
能
が
あ
る
の
で
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
『
健

康
食
』
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
。
安
心
安
全
な

南
高
梅
を
消
費
者
に
提
供
す
る
の
が
産
地

と
し
て
の
責
任
。
部
会
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
く
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
紀
州
で
は
５
月
19
日
か
ら
小
梅
、

21
日
か
ら
古
城
、
29
日
か
ら
南
高
の
出
荷

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
意
見
交
換
会
で
は
各
市
場
か
ら
、

「
需
要
の
高
い
洋
食
レ
シ
ピ
と
し
て
梅
ジ
ャ

ム
の
宣
伝
を
強
化
す
る
」、「
地
道
な
消
費

宣
伝
活
動
が
重
要
。
な
お
一
層
力
を
入
れ

る
」、「
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
場
と
産
地
の

情
報
交
換
を
行
う
」、「
売
り
場
拡
大
・
維

持
の
た
め
に
、
市
場
要
望
数
の
確
保
と
安

定
し
た
品
質
の
出
荷
を
お
願
い
し
た
い
」

な
ど
の
意
見
、
要
望
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
産
地
を
代
表
し
て
当
Ｊ
Ａ
の

久
保 

秀
夫
組
合
長
よ
り
、「
梅
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
様
々
な
消
費
宣
伝

活
動
を
行
い
た
い
の
で
、
市
場
関
係
者
の

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
今

後
益
々
の
梅
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

協
議
会
の
後
、
田
辺
市
産
業
部
梅
振
興

室
が
〝
梅
の
加
工
方
法
〞
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。
梅
ジ
ュ
ー
ス
、
梅
ジ
ャ
ム
の
作

り
方
を
説
明
し
、
参
加
者
は
こ
れ
ら
の
試

飲
・
試
食
を
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
産  

青
梅
販
売
会
議

Ｊ
Ａ
紀
州

　

５
月
10
日
、
Ｊ
Ａ
紀
州
は
白
浜
温
泉

ホ
テ
ル
シ
ー
モ
ア
で
平
成
26
年
産
青

梅
販
売
会
議
を
開
き
、
市
場
28
社
、
県

農
、
梅
部
会
役
員
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど

55
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

▲久保  秀夫組合長

▲井出 忠夫みなべいなみ梅部会長
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Ｊ
Ａ
紀
州
青
年
部
は
４
月
24
日
、
設
立

総
会
を
本
店
会
議
室
で
開
き
ま
し
た
。

　

日
高
地
区
３
Ｊ
Ａ
合
併
に
伴
い
行
っ
た

も
の
で
部
員
数
は
計
114
人
と
な
り
ま
す
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
青
年
部
設
立
準
備
実

行
委
員
会
の
西
本 

史
人
委
員
長
か
ら
「
設

立
準
備
実
行
委
員
会
設
立
当
初
は
出
席
者

間
の
意
見
が
合
わ
な
か
っ
た
が
、
会
議
を

重
ね
る
ご
と
に
互
い
に
理
解
が
深
ま
り
、

こ
の
設
立
総
会
に
提
出
す
る
議
案
を
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
規
模
は
大
き
く
な

っ
た
が
、
活
動
を
行
う
た
め
に
は
部
員
１

人
１
人
の
意
見
が
大
切
に
な
る
。
皆
さ
ん

に
は
積
極
的
に
意
見
を
述
べ
て
も
ら
い
、

す
ば
ら
し
い
青
年
部
を
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
執
行
部
（
青
年
部
設
立
準
備

委
員
会
）
よ
り

①
紀
州
農
業
協
同
組
合
青
年
部
規
約
（
案
）

②
平
成
26
年
度
活
動
計
画
（
案
）

③
会
費
の
賦
課
徴
収
方
法
（
案
）

④
平
成
26
年
度
収
支
予
算
（
案
）

⑤
役
員
の
選
出
（
案
）

の
５
議
案
が
提
示
さ
れ
、
出
席
部
員
多
数

の
賛
成
を
得
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
し
く
選
出
さ
れ
た
新
役
員

が
自
己
紹
介
を
行
い
、
小
森 

理
弘
新
青
年

部
部
長
は
「
地
域
・
Ｊ
Ａ
に
貢
献
で
き
る

組
織
と
な
る
た
め
、
皆
さ
ん
に
は
積
極
的

な
意
見
を
述
べ
て
も
ら
い
、
部
を
盛
り
上

げ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
活
動
を
通
じ

て
部
員
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
成
長
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
今
後
、
消
費
宣
伝
や
視
察
研

修
を
す
る
等
、
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

青
年
部
新
役
員
の
紹
介

　

会
長
：
小
森 

理
弘
さ
ん

　
　
　
　
【
御
坊
・
川
辺
支
部
】

　
　
　
　
（
写
真
中
央
）

　

副
会
長
：
横
山 

延
弘
さ
ん

　
　
　
　
【
み
な
べ
い
な
み
支
部
】

　
　
　
　
（
写
真
右
）

　

会
計
：
千
原 

英
樹
さ
ん

　
　
　
　
【
由
良
・
日
高
・
美
浜
支
部
】

　
　
　
　
（
写
真
左
）

　
　
【　

】
は
所
属
支
部▲新役員の皆さん

▲総会の様子

▲ JA青年組織網領唱和

▲挨拶をする西本 史人委員長



3/21～4/19

【全体運】 感情的になりやすい傾向がチラリ。深呼吸で冷静さを取り戻して。ハンドメードを楽しむ
のも良い気晴らしに　

【健康運】疲れをため込みやすいかも。休養が大事　【幸運を呼ぶ食べ物】昆布
牡羊座

7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ7 特　集

　

Ｊ
Ａ
紀
州
女
性
会
は
５
月
１
日
、
が

い
な
ポ
ー
ト
で
設
立
総
会
と
家
の
光
大

会
を
開
き
、
女
性
会
員
、
来
賓
、
Ｊ
Ａ

役
職
員
な
ど
160
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
女
性
会
設
立
ま
で
の
経
過

報
告
を
行
っ
た
後
、
左
記
の
４
議
案
に

つ
い
て
審
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

① 

Ｊ
Ａ
紀
州
女
性
会
設
立
並
び
に
規
約
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
・
フ
リ
ー
ダ
ム
設
置
要

領
（
案
）

② 

平
成
26
年
度
活
動
計
画
並
び
に
収
支

予
算
（
案
）

③ 

会
費
の
賦
課
と
徴
収
方
法
（
案
）

④
役
員
の
選
任
（
案
）

　

新
会
長
に
就
任
し
た
平
井 

正
子
さ
ん

は
「
大
き
な
組
織
と
な
り
ま
し
た
が
、

会
員
１
人
１
人
が
女
性
会
を
盛
り
上
げ

て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

女
性
会
会
員
は
１
，０
３
０
人
。
11
ブ

ロ
ッ
ク
45
支
部
と
規
模
が
大
き
く
な
る

中
、
総
会
に
出
席
し
た
久
保 

秀
夫
組
合

長
は
挨
拶
の
中
で
「
女
性
は
家
庭
を
支

え
る
す
ば
ら
し
い
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
力
で
Ｊ
Ａ
の
こ
れ
か
ら
の
発

展
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
終
了
後
、
家
の
光
大
会
が

開
催
さ
れ
、
落
語
家
の
桂
か
つ
ら 

枝し

曾そ

丸ま
る

氏
に

よ
る
「
和
歌
山
の
お
ば
ち
ゃ
ん
お
笑
い

講
演
会
」
と
題
し
て
の
講
演
会
が
行
わ

れ
、
桂
氏
の
軽
妙
な
語
り
口
に
出
席
者

か
ら
笑
い
声
が
聞
こ
え
る
な
ど
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

女
性
会
は
、
今
後

① 

女
性
組
織
の
拡
充
・
活
性
化
に
向
け

た
、
仲
間
づ
く
り
運
動
の
実
践

② 

組
織
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
フ
レ
ッ
シ

ュ
ミ
ズ
組
織
の
育
成
強
化

③ 

食
育
教
育
や
環
境
問
題
へ
の
取
組
み
、

地
域
貢
献
活
動
な
ど
「
食
」、「
農
」、「
地

域
」
を
守
る
活
動

④ 

Ｊ
Ａ
の
組
織
・
事
業
・
運
営
に
つ
い

て
の
理
解
促
進
と
Ｊ
Ａ
運
営
へ
の
参

加
・
参
画
等
を
重
点
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
女
性
会
新
役
員
の
紹
介

　

会
長
：
平
井 

正
子
さ
ん

　
　
　
　
【
御
坊
北
ブ
ロ
ッ
ク
】

　
　
　
　
（
写
真
中
央
）

　

副
会
長
：
田
中 

正
子
さ
ん

　
　
　
　
【
み
は
ま
ブ
ロ
ッ
ク
】

　
　
　
　
（
写
真
右
）

　

副
会
長
：
赤
坂 

幸
子
さ
ん

　
　
　
　
【
み
な
べ
ブ
ロ
ッ
ク
】

　
　
　
　
（
写
真
左
）

　
【　

】
は
所
属
ブ
ロ
ッ
ク

Ａ
紀
州
女
性
会
は
５
月

日
、
が

▲新役員の皆さん

▲桂 枝曾丸氏の講演

▲総会の様子

▲ JA女性会綱領唱和



4/20～5/20

【全体運】 出会い運が上々。趣味やサークル活動を通じて意気投合できる相手と知り合えそう。気の
合う友人との交流も吉　

【健康運】散歩やウオーキングがストレス解消に◎　【幸運を呼ぶ食べ物】ブドウ
牡牛座

7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ 8トピックス

食 農 教 育 支 援
　管内の各小中学校では 5月、もみまきや野菜の定植作業を行
いました。JAからは種もみや野菜苗を提供しました。

5月7日、塩水選　
もみまき
4年生35名、
5年生26名

5月9日、夏野菜定植
6年生63名
南部高校園芸科の生徒と一緒に
定植しました。

5月12日、
塩水選　もみまき
5年生22名、
6年生16名

5月12日、
もみまき
全生徒41名

5月16日、さつまいも植え
園児120名

印南小学校

南部小学校

切目小学校

稲原中学校

いなみこども園

～自然の恵みに感謝する気持ちを育んで～



5/21～6/21

【全体運】 ゆったりできる時期。必要な仕事を終えたら自分が好きなことを満喫しましょう。習い事
に励むのもグッド　

【健康運】スポーツに打ち込めば上達が早いはず　【幸運を呼ぶ食べ物】イチジク
双子座

7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ9 トピックス

5月13～15日、
美浜胡

きゅうり

瓜撰果場
では美浜町立松
洋中学校が行う
職場体験学習の
ため、2年生生徒 2名を受け入れました。
生徒たちは、きゅうりの箱詰め作業などを一生懸
命行いました。

4月から 5月かけて、あじ姫デコポンの出荷作業を
行いました。
あじ姫デコポ
ンは 2 月上旬に
収穫した後、1
個ずつ包装し、2
ヶ月間冷温状態
で保存して大阪
府内の市場を中
心に出荷しまし
た。

管内では、4月から 5月にかけ、ミニトマトの収穫
がピークを迎えました。
生育は平年並みで、東京、名古屋、大阪などの市
場に 6月末まで出荷します。

美浜町の水稲直
播研究会は同町内
の 乾 田（約7ha）で
直播田植え作業を4
月26日から5月9日
まで行いました。

　ファーマーズマーケットさわや
か日高と JA 紀州産直部会は 5 月
4 日の『うすいえんどうの日』（和
歌山県が豆の産地であることを JA
和歌山県農がＰＲしよ
うと日本記念日協会に
申請し、平成 17 年 12
月に認定）に合わせ、
うすいにちなんだイベ
ントを行いました。

　みなべいなみ地区のスイカ部会は、5月 7 日に小
玉スイカ「ひとりじめ 7（セブン）」の収穫、8日か
ら出荷を始めま
した。
　本年産は天候
に恵まれ順調に
生育し、糖度も
十分。当 JA は
関西一の小玉
スイカ生産量を
誇り、京阪神を
中心に 7 月下旬
ま で、 約 10 万
ケース（1 ケー
ス 6 玉入り）を
目標に出荷しま
す。

ミニトマト収穫ピーク

小玉スイカ出荷スタート

あじ姫 デコポン出荷 『うすいえんどうの日』
のイベント

中学生
職場体験 直播 田植え作業



6/22～7/22

【全体運】 未体験の分野に取り組んでみるチャンス。思い切ってトライしてみて。過去に駄目だった
ことにもリベンジ可能　

【健康運】リラックスして過ごせば問題なさそう　【幸運を呼ぶ食べ物】ウナギ
蟹　座

7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ 10トピックス

日本農業新聞長期普及優績JA受賞

5 月 18 日、美浜支店職員らは
同町で行う清掃活動に参加しま
した。
同支店ではこれからも地域の
活動に積極的に参加します。

5月28 日、JA共済連和歌山はホテル
グランヴィア和歌山でJA共済ライフ
アドバイザー進発式を開きました。
平成25 年度優績LA表彰では、当JA
より9名のLAが表彰されました。
また、記念講演では南部出張所のLA
である星合 将臣さんが「いつでも相
談いただけるLAを目指して」を講演
しました。

5 月19 日、昨年10 月に行われた平成25 年度 
JA バンク事業管理者試験で優秀な成績をのこ
した金融課 工

え

徳
とく

　千
ち

里
さと

さんに、久保組合長が
表彰状を手渡しました。
当JAでは組合員・利用者の皆様のニーズに
こたえるため知
識の習得・事務
処理能力の向上
を目指し、積極的
な人材育成をし
ています。

5 月7 日、久保組合長が各支店・出張所のス
マイルサポーターに委嘱状を交付しました。
スマイルサポー
ターは共済窓口と
して組合員・利用
者の皆様にご満足
いただけるように
努めています。

　5月 8日、日本農業新聞全国大
会が東京都で開催され、当 JAは
農業新聞を 3 年連続普及・拡大
したことが評価され、長期普及
優績 JAの表彰を受けました。

共済部
スマイル
サポーターに委嘱状を交付

美浜支店  清掃活動

共済部JA共済ライフ
アドバイザー進発式

金融部 JAバンク事業
管理者試験成績優秀者表彰

●ひだかブロック
　5 月 13 日、絵手紙教室を行
いました。参加した会員の皆
さんはそれぞれ旬の野菜等を
持ち寄ってきれいな絵を描い
ていました。

●みはまブロック 入山支部
　5 月 22 日、日高広域消防の職
員の方を講師として招き、災害に
遭った人を救助するためのAED
（自動体外式除細動器）の使用方
法について講習を受けました。

●ゆらブロック 三尾川支部
　5月 13 日、だしのうまみをたっぷ
りきかせたしょうゆベースのめんつ
ゆ作りを行いました。
　冷たい素麺以外の料理にも幅広く
使えるとのことで、会員の皆さんは
出来上がっためんつゆを家に帰って
早速使ったとのことです。

表彰された9名の LA
（写真前列中央は久保秀夫組合長）

記念講演　星合将臣さん



店 舗 紹 介

7/23～8/22

獅子座
【全体運】 誰にでも優しくなれるので自然と人気者に。特に年下の人たちから慕われます。運気上昇

には風鈴を飾って　
【健康運】体質に合う食べ物や運動が見つかる予感　【幸運を呼ぶ食べ物】ハモ

7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ11 店舗紹介

　組合員の皆様と共に、より良い
地域を作るため職員一同頑張りま
すので、宜しくお願い致します。

支店長：佐々木　教人

　４月の 3JA 合併により新しく
JA紀州印南支店となりました。
　今後も地域組合員の皆様に親しまれ
る JA店舗づくりを目指してまいりま
すので、今まで以上のご愛顧の程よろ
しくお願いいたします。皆様のご来店
を職員一同お待ちしております。

支店長：塩路　久夫

　地域の皆様のお役に立てられますよう、迅速・丁寧
な対応を心がけてまいります。
　毎週日曜日はローン相談会を開催しておりますので、
お気軽にご相談ください。

ローン相談会
　開催日時：毎週日曜日　9：00～ 16：00
　開催場所：JA紀州　本店　ローンセンター
お問い合わせ電話番号
　フリーアクセス：0800 － 200 － 7749

センター長： 堂岡　達司

梅の郷支店

ローンセンター

印南支店



8/23～9/22

【全体運】 やる気が高まっています。読書をすることで意外な発見や驚きがありそう。ネットサーフィ
ンもお勧めです　

【健康運】腰が重くなる月。適度に体を動かして　【幸運を呼ぶ食べ物】スイカ
乙女座

7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ 12あぐりガイド

梅
園
管
理
に
つ
い
て

防
除

　

ウ
メ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

　

収
穫
の
終
わ
っ
た
園
で
発
生
が
見

ら
れ
る
所
で
は
、
で
き
る
だ
け
涼
し

く
乾
き
や
す
い
時
に
次
の
薬
剤
を
散

布
し
て
下
さ
い
。

・
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤　
　
　

1,500
倍

14
日
前
／
2
回
以
内

・
ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル　

1,000
倍

　

45
日
前
／
2
回
以
内

ケ
シ
キ
ス
イ
対
策

  

落
ち
梅
を
収
穫
す
る
際
、
落
果
し
た

果
実
が
地
面
と
接
し
た
状
態
で
長
時

間
放
置
す
る
と
、
ア
カ
マ
ダ
ラ
ケ
シ

キ
ス
イ
の
幼
虫
に
食
入
さ
れ
る
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

食
入
果
実
が
梅
干
し
に
な
る
こ
と

に
よ
る
異
物
混
入
問
題
へ
の
対
応
が

大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
の
で
、
収

穫
の
際
、
侵
入
防
止
対
策
と
し
て
、

次
の
点
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

① 

落
ち
梅
収
穫
に
は
必
ず
ネ
ッ
ト
を

敷
く
。

② 

１
日
1
回
以
上
は
必
ず
拾
う
な
ど
、

拾
う
回
数
を
増
や
す
。

③ 

薬
剤
防
除
に
よ
り
、
ケ
シ
キ
ス
イ

の
密
度
を
減
ら
す
。

　

例
１

　
　

フ
ォ
ー
ス
粒
剤 

　

10
㎏
／
10
ａ

　

 

　

収
穫
3
日
前
ま
で
1
回

　
　

土
壌
混
和

　

例
２　

　

バ
リ
ア
ー
ド
顆
粒
水
和
剤　

4,000
倍

　

収
穫
前
日
ま
で
2
回

④ 

古
い
果
実
・
傷
ん
だ
果
実
は
、
ケ

シ
キ
ス
イ
を
呼
び
寄
せ
る
原
因
と

な
る
の
で
園
地
に
残
さ
な
い
。

⑤ 

拾
っ
た
梅
を
30
分（
45
分
推
奨
）水
に

浸
け
る
と
、
大
部
分
は
外
に
出
る
。

⑥ 

選
果
・
選
別
を
徹
底
し
、「
著
し
く

傷
の
付
い
た
梅
」、「
腐
敗
し
た
梅
」、

「
過
熟
し
た
梅
」
は
漬
け
込
ま
な
い
。

お
礼
肥
（
収
穫
前
施
用
）

　

収
穫
前
に
お
礼
肥
を
施
用
す
れ
ば
、

樹
勢
回
復
効
果
が
高
く
な
る
の
で
、

早
め
の
施
肥
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

　

施
肥
に
つ
い
て
は
、
各
営
農
指
導

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。●

施
設
ミ
ニ
ト
マ
ト

黄
化
葉
巻
病
対
策
（
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

対
策
）

　

栽
培
が
終
了
し
た
圃
場
で
は
、
薬

剤
散
布
後
、
草
を
切
断
し
枯
ら
し
た

状
態
で
ハ
ウ
ス
を
数
日
間
蒸
し
込
み
、

完
全
に
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
を
死
滅
さ
せ

て
か
ら
後
片
付
け
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

既
に
露
地
栽
培
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ハ
ウ
ス
開
口
部
の
開
閉
に

は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

次
作
の
準
備

　

ハ
ウ
ス
長
期
栽
培
で
は
、
毎
年
同

じ
ハ
ウ
ス
で
長
期
に
渡
り
栽
培
し
ま

す
。
長
期
間
安
定
し
た
生
育
を
目
指

す
た
め
に
は
完
熟
堆
肥
施
用
な
ど
土

づ
く
り
と
土
壌
消
毒
（
太
陽
熱
）
が

最
も
大
切
な
作
業
と
な
り
ま
す
。
計

画
的
に
作
業
を
進
め
、
良
い
状
態
で

次
年
度
作
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
。

※  

完
熟
堆
肥
は
10
ａ
当
た
り
約
3
ｔ
を

　

目
安
と
し
て
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

交
配
終
了
後
の
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
の

管
理

　

交
配
に
使
用
し
た
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

は
、
外
来
生
物
法
で
特
定
外
来
生
物

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
飼
養
や
取
扱

い
に
は
登
録
が
必
要
で
あ
る
と
と
も

に
、
厳
し
い
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

間
も
な
く
交
配
終
了
期
に
な
り
ま

す
が
、
交
配
終
了
後
は
マ
ル
ハ
ナ
バ

チ
が
確
実
に
死
滅
す
る
ま
で
ハ
ウ
ス

内
で
巣
箱
ご
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に
入

れ
確
実
に
殺
処
分
を
行
っ
て
下
さ
い
。

あ
ぐ
り
ガ
イ
ド

う
　
　
め

野
　
　
菜
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●
露
地
ミ
ニ
ト
マ
ト

交
配
作
業

高
温
期
の
交
配
は
自
然
に
任
せ
る

よ
り
も
ト
マ
ト
ト
ー
ン
を
散
布
し
た

方
が
着
果
率
は
向
上
し
ま
す
。
ト
マ

ト
ト
ー
ン
を
100
倍
程
度
の
倍
数
に
合

わ
せ
て
た
っ
ぷ
り
と
花
に
散
布
し
て

下
さ
い
。

そ
の
際
、
生
長
点
付
近
に
か
か
ら

な
い
様
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

潅
水
作
業

収
穫
が
始
ま
る
と
土
壌
水
分
状
態

を
よ
く
確
認
し
な
が
ら
定
期
的
に
潅

水
を
実
施
し
て
下
さ
い
。

草
勢
維
持
、
裂
果
対
策
に
は
土
壌

水
分
を
一
定
に
保
つ
事
が
大
切
で
す
。

追
肥草

勢
や
着
果
量
を
確
認
し
な
が
ら

施
用
し
て
下
さ
い
。

●
小
玉
ス
イ
カ

　

ト
ン
ネ
ル
栽
培
、
土
ぶ
せ
栽
培
と

も
に
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。
収
穫

期
ま
で
圃
場
を
よ
く
観
察
し
、
潅
水

や
温
度
管
理
、
病
害
虫
対
策
な
ど
こ

ま
め
な
栽
培
管
理
を
行
っ
て
下
さ
い
。

【
収
穫
期
の
管
理
】

①
潅
水

草
勢
や
土
壌
水
分
を
確
認
し
な
が

ら
、
潅
水
を
行
っ
て
下
さ
い
。

収
穫
の
2
週
間
前
頃
に
は
、
潅
水

は
止
め
、
果
実
内
容
の
向
上
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
但
し
、
草
勢
が
弱
く
ツ

ル
が
萎
れ
る
場
合
に
は
、
少
量
の
潅

水
を
行
い
、
草
勢
維
持
に
努
め
て
下

さ
い
。
多
量
の
潅
水
は
、
糖
度
の
低

下
や
裂
果
、
ツ
メ
入
り
果
の
発
生
原

因
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
下
さ
い
。

②
草
勢
維
持
と
日
焼
け
果
対
策

　

日
中
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
内
は
高

温
に
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
換
気

を
取
り
、
草
勢
維
持
と
果
実
内
容
の

向
上
に
努
め
て
下
さ
い
。

　

草
勢
が
弱
く
、
ツ
ル
が
萎
れ
、
果

実
が
む
き
出
し
に
な
る
よ
う
で
は
、

果
実
内
容
の
低
下
と
果
皮
の
日
焼
け

が
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、
収
穫
前
で

す
が
少
量
の
潅
水
に
よ
る
草
勢
維
持

と
、
遮
光
ネ
ッ
ト
の
利
用
や
果
実
に

ワ
ラ
等
を
被
せ
る
な
ど
日
焼
け
防
止

対
策
を
施
し
て
下
さ
い
。
特
に
ハ
ウ

ス
栽
培
で
は
、
最
後
の
着
果
棒
を
立

て
終
わ
っ
て
す
ぐ
に
、
遮
光
ネ
ッ
ト

や
防
風
ネ
ッ
ト
で
暑
さ
対
策
を
施
し

ま
し
ょ
う
。

【
病
害
虫
防
除
】

毎
年
、
多
く
の
圃
場
で
ア
ブ
ラ
ム

シ
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
の

発
生
に
よ
り
秀
品
率
が
低
下
し
て
い

ま
す
。ま
た
、一
部
の
圃
場
で
は
炭
そ

病
の
発
生
も
見
ら
れ
た
た
め
、
予
防

的
な
薬
剤
散
布
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

※ 

着
果
後
は
、
必
ず
ス
イ
カ
シ
ー
ト

を
敷
い
て
か
ら
薬
剤
散
布
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

土
ぶ
せ
栽
培
等
で
は
、
着
果
後
に

曇
雨
天
の
日
が
多
く
な
る
と
炭
そ
病

の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
交
配
が

始
ま
っ
て
か
ら
は
、
薬
剤
を
散
布
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
ト
ン
ネ
ル
除

去
後
、
ツ
ル
を
整
理
し
2
日
以
内
に

薬
剤
散
布
を
行
っ
て
下
さ
い
。
そ
の

際
、
ツ
ル
先
に
見
え
て
い
る
雌
花
は
、

ト
ン
ネ
ル
除
去
に
よ
る
急
激
な
温
度

変
化
や
薬
剤
散
布
に
よ
り
変
形
果
や

空
洞
果
、
傷
果
発
生
の
可
能
性
が
高

く
な
り
、
秀
品
率
が
低
下
す
る
た
め
、

除
去
し
て
下
さ
い
。

【
炭
そ
病
対
策
】

・
発
生
し
や
す
い
条
件

気
象
条
件
と
し
て
は
、
雨
が
多
く
、

比
較
的
低
温
な
年
に
多
発
し
、
圃
場

の
条
件
で
は
、
連
作
畑
や
湿
地
、
排

水
不
良
畑
及
び
日
当
た
り
や
風
通
し

の
悪
い
所
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

・
対
策

発
病
前
か
ら
定
期
的
な
薬
剤
散
布

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

昨
年
度
炭
そ
病
の
発
生
し
た
圃
場

で
は
、
ス
イ
カ
シ
ー
ト
な
ど
の
資
材

を
交
換
又
は
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

湿
地
や
排
水
不
良
畑
で
は
、
排
水

対
策
を
行
っ
て
下
さ
い
。

被
害
果
実
や
茎
葉
は
圃
場
外
へ
持

ち
出
し
ま
し
ょ
う
。

ワ
ラ
や
マ
ル
チ
を
利
用
し
、
降
雨

時
の
土
の
跳
ね
返
り
に
よ
る
ツ
ル
と

病
原
菌
と
の
接
触
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

そ
の
際
、
昨
年
度
炭
そ
病
の
発
生
し

た
圃
場
で
は
、
ワ
ラ
の
敷
く
量
を
、

通
常
の
1.5
〜
2.0
倍
に
し
て
下
さ
い
。
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●
な
す
、
し
し
と
う

な
す
に
つ
い
て
は
、
ホ
コ
リ
ダ
ニ

の
発
生
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
生
長

点
の
芯
止
ま
り
症
状
・
萎
縮
症
状
が

現
れ
ま
す
。
早
期
防
除
・
定
期
散
布

を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

ま
た
、
収
穫
時
期
に
入
っ
て
き
ま

す
の
で
、
樹
勢
を
見
な
が
ら
追
肥
を

施
用
し
て
下
さ
い
。

し
し
と
う
の
整
枝
に
つ
い
て
は
分

岐
枝
か
ら
下
の
古
い
葉
や
わ
き
芽
も

出
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
取
り
除
い

て
下
さ
い
。

ふ
と
こ
ろ
が
混
ん
で
い
る
状
態
で

あ
れ
ば
、
日
光
が
入
る
よ
う
に
内
向

枝
の
整
枝
を
行
っ
て
下
さ
い
。
光
が

差
し
込
ま
な
い
と
花
落
ち
、
緑
色
の

薄
い
実
が
多
く
な
り
品
質
低
下
を
招

き
ま
す
。

●
イ
ン
ゲ
ン

　

収
穫
期
を
迎
え
た
高
品
質
な
サ
ヤ

を
維
持
す
る
た
め
に
は
肥
料
分
と
水

分
の
確
保
が
必
要
で
す
。
追
肥
を
行

い
、
水
分
不
足
で
あ
れ
ば
灌
水
を
行

っ
て
下
さ
い
。
樹
が
混
み
あ
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
れ
ば
葉
か
き
作
業
を
行

い
、
花
・
サ
ヤ
へ
光
を
当
て
て
下
さ
い
。

●
キ
ュ
ウ
リ

　

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
の
で
通
路

ま
た
は
ベ
ッ
ド
に
十
分
灌
水
を
行
っ

て
下
さ
い
。

　

昼
か
ら
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
を
下
げ
、

夜
も
サ
イ
ド
、
天
窓
等
を
あ
け
空
気

の
流
れ
を
良
く
し
て
下
さ
い
。

●
に
が
う
り

　

曇
天
で
の
花
落
ち
・
奇
形
果
の
発

生
対
策
と
し
て
手
交
配
に
よ
る
秀
品

率
向
上
に
努
め
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
水
田
の
排
水
不
良
は
根
痛

み
の
原
因
と
な
り
樹
勢
の
低
下
を
招

き
、
う
ど
ん
こ
病
等
の
病
気
に
な
り

ま
す
の
で
、
圃
場
の
排
水
対
策
を
充

分
行
っ
て
下
さ
い
。

　

孫
ヅ
ル
の
整
理
と
古
葉
の
摘
葉
等

で
過
繁
茂
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
、

光
を
中
ま
で
通
ら
せ
る
こ
と
で
高
品

質
、
増
収
に
繋
げ
て
下
さ
い
。

【
水
管
理
】

　

丈
夫
な
稲
作
り
を
行
う
た
め
、
中

干
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
中
干
し
の
効
果

通
気
性
を
良
く
し
、
根
の
発
達
、

健
全
化
を
は
か
る
。
無
効
分
げ
つ
の

抑
制
と
稔
実
の
良
好
化
。
節
間
伸
長

の
抑
制
に
よ
る
倒
伏
の
軽
減
。

・
中
干
し
の
時
期

有
効
分
げ
つ
終
期
（
出
穂
前
35
日

前
〜
40
日
前
）
〜
幼
穂
形
成
期
（
出

穂
25
日
前
）。

・
中
干
し
の
程
度

生
育
に
応
じ
て
行
う
が
、
土
壌
に

亀
裂
が
入
る
程
度
。

【
残
り
草 

キ
シ
ュ
ウ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ   

 
（
よ
ば
い
草
）の
防
除
】

　

ク
リ
ン
チ
ャ
ー
バ
ス
Ｍ
Ｅ　

1,000
㎖
／
10
ａ
当
た
り

　

移
植
後
15
日
〜
ノ
ビ
エ
5
葉
期

但
し
収
穫
50
日
前
ま
で

　

本
田
内
に
再
生
す
る
キ
シ
ュ
ウ
ス

ズ
メ
ノ
ヒ
エ
で
は
、
再
生
茎
3
〜
6

葉
期
が
本
田
散
布
適
期
で
す
。
ま
た
、

畦
畔
か
ら
侵
入
す
る
キ
シ
ュ
ウ
ス
ズ

メ
ノ
ヒ
エ
防
除
は
、
畦
畔
か
ら
ほ
ふ

く
茎
が
1
ｍ
以
内
の
株
全
体
に
散
布

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
稲
に
飛
散
し
て

も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
基
本
的

に
は
雑
草
へ
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
必

ず
落
水
し
て
散
布
し
て
下
さ
い
。

水
　
　
稲

防除時期 病害虫 薬剤名 希釈倍数 回数 収穫前日数

7月下旬

紋枯病

いもち病

モンカットフロアブル

ブラシンフロアブル

1,000倍

1,000倍

3回

2回

14日前まで

21日前まで

コブノメイガ
ウンカ類
ツマグロヨコバイ

トレボン乳剤 1,000倍 3回 21日前まで

コブノメイガ多発園では、パダン SG水溶剤 1,500 倍（収穫 21 日前 /6 回）も良い。

【水管理】
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【
追
肥
】

　

セ
ラ
コ
ー
ト
・
エ
ム
コ
ー
ト
な
ど

の
一
発
肥
料
は
不
要
で
す
が
、
追
肥

の
必
要
な
圃
場
で
は
Ｎ
Ｋ
化
成
20
㎏

程
度
を
出
穂
の
25
日
前
と
15
日
前
の

2
回
に
分
け
て
施
用
し
て
下
さ
い
。

※ 

イ
ク
ヒ
カ
リ
の
場
合
は
、
生
育
途

中
で
葉
色
が
や
や
抜
け
る
特
性
が

あ
り
ま
す
。
一
発
肥
料
を
使
用
し

て
い
る
場
合
、
後
半
に
肥
効
が
効

い
て
き
ま
す
の
で
、
追
肥
施
用
に

あ
た
っ
て
は
十
分
注
意
し
て
下
さ

い
。

※ 

残
り
草
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
各

営
農
指
導
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

　

切
り
花
を
安
定
し
て
継
続
生
産
し
て
い

く
た
め
に
は
、
土
づ
く
り
が
重
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
次
年
度
の
作
付
け
前
に
は
土

壌
消
毒
を
行
い
、
施
設
栽
培
で
は
堆
肥
等

を
10
ａ
当
た
り
3
ｔ
程
度
施
用
し
て
下
さ

い
。（
露
地
で
は
2
ｔ
程
度
）

　

ま
た
、
圃
場
準
備
の
際
は
、
土
壌
水
分

状
態
に
注
意
し
て
耕
う
ん
を
行
っ
て
下
さ

い
。

　

施
肥
、
土
壌
改
良
剤
等
の
施
用
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
土
壌
分
析
を
行
い
、
適
正

施
用
を
行
っ
て
下
さ
い
。

■
ガ
ー
ベ
ラ

　

光
線
量
・
温
度
と
も
に
上
昇
す
る
た
め
、

十
分
な
換
気
や
遮
光
を
行
い
、
草
勢
の
維

持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
花
色
の
変
色
に

も
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
梅
雨
時
期
に
入
り
湿
度
が
高
く

な
る
と
、
花
芯
の
カ
ビ
や
花
弁
の
シ
ミ
が

出
て
く
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
十
分
注

意
し
て
下
さ
い
。

■
ひ
ま
わ
り

　

斑
点
病
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ダ
ニ
、
ハ
モ

グ
リ
バ
エ
類
の
発
生
に
注
意
し
、
適
期
防

除
に
努
め
て
下
さ
い
。

■
寒
小
菊

定
植
苗
は
挿
し
芽
後
15
〜
20
日
位
で
発

根
す
る
の
で
、
老
化
苗
に
な
ら
な
い
よ
う

に
定
植
を
行
っ
て
下
さ
い
。
定
植
に
つ
い

て
は
株
間
10
〜
15
㎝
程
度
の
２
条
に
植
え

付
け
、
潅
水
を
十
分
に
行
っ
て
活
着
を
促

し
て
下
さ
い
。

　

定
植
後
2
週
間
程
度
で
ピ
ン
チ
を
行
い

ま
す
が
、
個
々
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
差
を
な
く

す
た
め
に
、
株
間
10
㎝
で
3
本
程
度
、
15

㎝
で
5
本
程
度
に
品
種
等
も
考
慮
し
て
整

枝
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
揃
い
を
良
く
す
る
た
め
に
、
整

枝
は
で
き
る
だ
け
揃
っ
た
芽
を
残
す
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

　

こ
ま
め
に
圃
場
の
観
察
を
行
い
、
病
害

虫
の
初
期
防
除
に
努
め
て
下
さ
い
。

■
夏
小
菊

　

7
月
咲
き
小
菊
の
収
穫
が
近
付
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。
適
期
収
穫
に
努
め
、
前
処

理
剤
を
使
用
し
て
水
揚
げ
処
理
を
行
っ
て

下
さ
い
。

　

今
後
、
降
雨
が
多
く
な
る
と
白
さ
び
病

や
褐
紋
・
褐
斑
病
等
の
病
気
が
発
生
し
易

く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
蕾
が
見
え
始
め
て
い
る
物
に
つ

い
て
は
ス
リ
ッ
プ
ス
等
の
害
虫
の
発
生
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

　

尚
、
水
和
剤
は
薬
斑
が
付
き
や
す
い
物

が
多
い
の
で
採
花
時
期
の
散
布
に
は
注
意

し
て
下
さ
い
。

■
千
両

　

開
花
時
期
に
は
、
交
配
を
促
す
た
め
に

施
設
の
入
り
口
や
側
面
を
開
け
る
等
、
施

設
内
の
風
通
し
を
良
く
す
る
よ
う
に
心
掛

け
て
下
さ
い
。

　

開
花
期
に
は
必
ず
薬
剤
散
布
を
行
い
、

灰
色
か
び
病
、
実
腐
れ
病
等
の
防
除
を
行

っ
て
下
さ
い
。

平
成
26
年
産
柑
橘
類
の
生
育
状
況

に
つ
い
て

平
成
26
年
産
柑
橘
類
の
生
育
状
況
は
、

4
月
の
冷
え
込
み
に
よ
り
平
年
に
比
べ
約

3
〜
4
日
程
度
遅
れ
て
い
ま
す
。

ゆ
ら
早
生
の
開
花
期
は
5
月
11
日
頃

で
、
着
花
・
新
梢
と
も
昨
年
に
比
べ
バ
ラ

ン
ス
よ
く
発
生
し
て
お
り
、
一
部
の
園
で

は
ベ
タ
花
に
近
い
樹
も
あ
り
新
梢
の
発
生

が
少
な
い
樹
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
全
体
的

に
良
好
で
あ
り
ま
し
た
。

早
生
・
中
生
の
開
花
期
は
5
月
11
日
〜

13
日
頃
で
、
同
一
園
地
に
お
い
て
着
花
程

度
が
多
い
樹
と
少
な
い
樹
と
の
差
が
見
ら

れ
、
全
体
的
に
着
花
量
は
や
や
少
な
め
で

し
た
。 果

　
　
樹

花
　
　
き



12/22～1/19

【全体運】 珍しく気まぐれになりそうです。意見をコロコロ変えないよう、ご用心。かんきつ系ドリ
ンクで集中力を高めて　

【健康運】運動前は十分な準備体操を。むちゃは厳禁　【幸運を呼ぶ食べ物】レタス
山羊座

7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ 16あぐりガイド

本
年
産
は
裏
年
で
あ
る
た
め
、
今
後
新

梢
の
生
長
に
養
分
を
奪
わ
れ
、
生
理
落
果

が
助
長
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

中
晩
柑
類
の
開
花
期
は
5
月
14
日
〜
15

日
頃
で
、
一
部
の
園
で
ベ
タ
花
樹
や
反
対

に
花
が
少
な
い
樹
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

着
花
程
度
と
新
梢
の
発
生
は
平
年
並
み
で

し
た
。

　

病
害
虫
で
は
、
一
部
の
園
で
シ
ャ
ク
ト

リ
ム
シ
と
昨
年
か
ら
発
生
し
て
い
る
カ
メ

ム
シ
が
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
旱
魃
（
か
ん

ば
つ
）
の
影
響
で
樹
冠
内
部
の
小
枝
の
枯

れ
枝
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
黒
点
病
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

摘
果
に
つ
い
て

今
年
ベ
タ
花
樹
だ
っ
た
樹
は
、
そ
の
ま

ま
放
置
し
て
お
く
と
芽
が
出
な
い
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
、
樹

冠
上
部
全
摘
果
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
方
法
は
主
枝
単
位
で
上
半
分
程
度

を
全
摘
果
す
る
だ
け
で
す
。
時
期
は
6
月

中
に
行
っ
て
下
さ
い
。
平
年
作
の
場
合
は

生
理
落
果
終
了
後
、
着
果
が
少
な
い
場
合

は
後
期
摘
果
を
重
点
に
し
て
下
さ
い
。

摘
果
剤
の
使
用
に
つ
い
て

着
果
過
多
樹
で
摘
果
剤
を
使
用
し
た
い

場
合
は
、
気
温
の
影
響
に
左
右
さ
れ
や
す

い
た
め
、
平
均
気
温
が
25
℃
以
上
2
〜
3

日
続
く
と
効
果
が
高
く
、
逆
に
気
温
が
低

い
と
効
果
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
タ
ー
ム
水

溶
剤
1,000
倍
を
使
用
す
る
場
合
は
、
極
早
生

を
中
心
に
落
と
し
た
い
部
分
の
限
定
散
布

に
と
ど
め
て
下
さ
い
。
フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳
剤

を
使
用
す
る
場
合
は
、
熟
期
促
進
と
兼
ね

て
満
開
後
20
〜
50
日
後
、
倍
数
1,000
倍
〜
2,000

倍
で
全
面
散
布
を
行
っ
て
下
さ
い
。

中
晩
柑
類
の
夏
肥
に
つ
い
て

各
地
区
の
施
肥
基
準
に
基
づ
き
施
用
し

て
下
さ
い
。

柑
橘
全
般

防除
時期 対象病害虫 薬剤 倍数 収穫前日数

/使用回数 備考

6月
中下旬

黒点病

ジマンダイセン水和剤 600倍
30/4(温州)
90/4(晩柑)

又は

エムダイファー水和剤 600倍
60/2(温州)
90/2(晩柑)

アタックオイル 200倍 4～10月/－ マシン油
乳剤散布
の場合は
高温多湿
時には注
意する。

ミカンハダニ 又は
ハーベストオイル 200倍 6～7月中旬/－

ゴマダラカミキリ成虫 （温州）1,000倍 14/4
ツノロウムシ幼虫 スプラサイド乳剤40
カイガラムシ類 （晩柑）1,500倍 90/4

7月
上中旬

黒点病

ジマンダイセン水和剤 600倍
30/4(温州)
90/4(晩柑)

又は

エムダイファー水和剤 600倍
60/2(温州)
90/2(晩柑)

ゴマダラカミキリ成虫
モスピラン顆粒水溶剤 3,000～4,000倍 14/3

アザミウマ類
ミカンサビダニ

サンマイト水和剤 3,000倍 3/2
チャノホコリダニ

病害虫防除指針



1/20～2/18

水瓶座
【全体運】 周りの悪い部分ばかり目に付くかも。長所を見るようにして。毎日、姿を映す鏡を磨くと

運を呼ぶきっかけに　
【健康運】シェイプアップにはスポーツがベスト！　【幸運を呼ぶ食べ物】アユ

7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ17 インフォメーション



2/19～3/20

【全体運】 レジャー運が活性化。海や高原などの避暑地に出掛けると、爽やかな夏気分を味わえます。
ヒマワリもラッキー　

【健康運】クーラーの効き過ぎは×。木陰で涼んで　【幸運を呼ぶ食べ物】葉ショウガ
魚　座

7月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ 18インフォメーション

information

正解者の中から抽選で４名の方に、 ●先月号の答えは
「ズッキーニ」でした

小玉スイカ（２玉）■応募方法
　右記の記入例を参考にはがき、または
FAX（0738-32-7140）にて必要事
項をお書き添えの上、たくさんのご応募
お待ちしています。
　皆様からお寄せいただいたお便り・感
想等は広報誌上に掲載させて頂く場合が
ございます。ご了承下さい。

●締切　
6月30日（月）消印有効
 当選者の発表は、発送をもっ
てかえさせて頂きます。

■タテのカギ
①  あなたが今見ているのはタテの─
─

③ 商品を多めに購入して蓄えること
⑥  部屋と部屋を隔てる建具などのこ
と

⑧ 今日のおかずはメンチ──よ
⑨ 茶わんより大きめの鉢
⑪ セーフではなくて
⑫  韓国料理の一つ　生肉の細切りを
調味料であえたもの

⑭ くちばしで樹木に穴を開ける鳥
⑯ 何度も何度もかむ菓子
⑱ ビールのこと
⑳ 七夕に「彦星」と会います
㉑  山寺の和尚さんが蹴りたかったも
の

■ヨコのカギ
①  草刈りに使う道具
② 国会──に代議士が集まった
③ ジャマイカは──海に浮かぶ島国
④ 周囲より小高くなった土地
⑤  この本が──で小説家を目指した
んだ

⑦ 小豆を添えたかき氷のこと
⑩ ハイキングに行くとき背負います
⑪ 夏の日の出のころに咲きます
⑬  もんじゃ焼きで有名な東京の人工
島

⑮  この鳥が軒に巣を作ると縁起がい
いとか

⑰ ──が通れば道理が引っ込む
⑲  テッポウ、ヒメ、オニといえば何
の花？

二重マスの文字をA～ Fの順に並べてできる言葉
はなあに ? 出題●ニコリ

クロスワードパズル

①クイズの答え

②郵便番号・住所

③氏名

④電話番号

⑤お便り・感想

切
手

6 4 4 0 0 1 1

御
坊
市
湯
川
町
財
部
668

１

Ｊ
Ａ
紀
州

く
ら
し
の
活
動
課  
行

　労働保険とは、労災保険と雇用保険を総称し
たもので、年度当初に概算で申告・納付し、翌
年度当初に確定申告の上、精算することとなっ
ています。このような確定・概算の手続きを同
時に行うことを「年度更新」といいます。

　事業場あてに年度更新用の申告書が郵送され
ますので、申告書を作成の上、7月 10 日までに
申告・納付を済ませてください。

　提出方法は、最寄りの集合受付会場、各労働
基準監督署、和歌山労働局総務部労働保険徴収
室の窓口（郵送可）における受付又は銀行等の
金融機関、郵便局の窓口で行う同時納付、もし
くは電子申請をご利用ください。
　なお、電子申請を除く窓口における受付は
6月 2日（月）からとなります。

　詳しくは、和歌山労働局総務部労働保険徴収室
〈☎073－488－1102〉までお問い合わせください。

　JA紀州が誕生して２か月余りが経過しました。広報誌の名称
も「スマイルハート」に決まり、組合員・地域の皆さんに管内農
業を中心に地域の様々な情報を発信してまいります。くらしの活
動課が広報を担当させて頂きます。
　名称の通り農業から地域の皆様に笑顔で元気になって頂ける話
題をお届けし、発行日を待ちわびる広報誌を目指してスタッフ一
同頑張っていきますのでご愛顧の程よろしくお願い申し上げます。
　さて、私は大の広島カープファンであります。目下、20年ぶ
りの快進撃であります。この快進撃に一役かっているのがファン
の力。今、社会現象の象徴とされるカープ女子の応援であります。
女子曰く「資金力の乏しい球団の選手たちが必死にボールを追い
かけて手抜きをしないプレイが女子の心を掴んだのですよ」との
こと。主力選手たちも「試合前の練習から若い女子の厚い視線を
感じ、頑張ろうという士気が高まり勝ちに行くのです」と大喜び
だそうです。男子ならば同感する方は多いはずです。
　我々 JA紀州にも 1000 人以上の最強の女性組織が応援してく
れています。くらしの活動課は熱烈な多くの紀州女子と紀州童子
というファンとともに組合員・地域のくらし、絆を大切にする活
動をしていきます。カープ女子の心を掴んだように我々職員も必
死な姿を見せましょう。
　ズーム球場のように、一つの真っ赤な光がいつの間にか球場を
埋め尽くすように紀州球場も情熱あふれる場になることを願う次
第です。

平成26年度の労働保険料の申告・納付
手 続 き は、6月1日から7月10日までの
間に行ってください。

事業主の皆さまへ 女子力を発揮しよう編集後記
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＊ 材 料 ＊

＊ 作 り 方 ＊

　暑い季節にぴったりの、さっぱりとしたミニトマトのアイスクリームです。
アイちゃんジャム（ミニトマトのジャム、Ａコープかわべで販売しています）を
たっぷりかけてお召し上がりください。
　ミニトマトはしっかりと凍らせておくことが
ポイントです。

・冷凍ミニトマト　　　25～30個
・生クリーム　　　　　200cc
・砂糖　　　　　　　　大さじ3
・アイちゃんジャム　　適量
・ミントの葉　　　　　適量

JA 紀州産直部会

（左から）湯川久子さん
、玉置絹子さん、

龍田雅人さん、酒
井美代子さん

※ シャーベットにする場合は、出来上がりを冷凍庫で冷やし、
お好みのかたさに凍らせてお召し上がりください。

フードカッターに冷凍ミニトマト、生クリーム、砂糖を入れる。

器に盛り付けて、アイちゃんジャムと、彩りにミントの葉を乗せる。1分くらいまわす。

前もってヘタをとって洗ったミニ
トマトを冷凍しておく。

J
C

とが

簡単
ミニトマトの

❶ ❷

❸ ❹

アイスクリーム



発行：紀州農業協同組合
編集：総務部くらしの活動課

〒644-0011　御坊市湯川町財部668-1
TEL：0738-22-0604　FAX：0738-32-7140
メールアドレス：kurashinokatudou@kisyu.jawink.ne.jp
HPアドレス：http://ja-kisyuu.or.jp

この広報誌は、環境にやさしい再生紙と一部植物油インクを使用しています。

表紙紹介

　２人とも明るく活発で、海や川などアウトドアで遊ぶことが大好きです。

お姉ちゃんの凛桜ちゃんは一輪車の練習中です。渚桜ちゃんは最近コマ無

し自転車に乗れるようになりました。

　 ご両親からのメッセージ：いろんなことにチャレンジして大きく成長し
てほしいです。いつもニコニコ笑顔を忘れずにいてね。

御坊市湯川町　　久保　凛
りん

桜
さ

ちゃん（7才）
　　　　　　　　　　　渚

なぎ

桜
さ

ちゃん（４才）

応募総数 335 通！

厳正な審議の結果、マスコットキャラクタ

ーの名前は「きぃぽん」に決定いたしました。

今後きぃぽんは、JA紀州の PR大使として

様々なイベントに参加予定です。

皆さま応援よろしくお願いします。

たくさんのご応募ありがとうございました！
＊なお、当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

きぃぽんです！

よろしくだぽん♪

JA紀州マスコットキャラクターの名前が決定！


